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プラ トー ノ ブ
『幸せ なモ ス ク ワ 』 に お ける

　　　　身体の 部位の 用例 に つ い て

久 保 久　子

　ア ン ドレ イ ・プラ トー ノ フ の 作品に は ，
1920 年代後半か ら 1930 年代 に か け

て ， 文体 の面 で か な りの 変 化が 見 られ る 。 全体 と して は ， 描写 が簡潔 に な り，

文章が わ か りや す くな っ た と い う印象 を受 け る 。 本論 で は
，

こ の 時期 の プ ラ

ト
ー ノ ブ の 文体 の 変化 の 重 要 な

一
側 面 をな す ，

『幸 せ な モ ス ク ワ 』 に お け る身

体の 部位 の 用例 に つ い て 検 討 し， プ ラ ト
ー

ノ フ とい う作家 の 本質に 近 づ くた め

の
一

歩 と した い
。

　
『
幸 せ な モ ス ク ワ 』 は ， 近年プ ラ ト

ー ノ フ 研究 に お い て 大 き な注 目を集 め て

い る。
1996年 に モ ス ク ワ で 開催 さ れ た 第 3 回プ ラ トー ノ フ 国際学会 は ， 対象

を こ の
『
幸せ なモ ス ク ワ 』 の み に 絞 っ て 行わ れ た ほ どで あ る 。 その 席で 複数の

研究者か ら
，

こ の 作品が プ ラ トー ノ ブ の 文体 の転換点に あた るの で は ない か と

い う指摘が な され た 。

　 こ の 作品 は 1932− 36 年の 間 に 執筆 され た と考 え られ て い る 。 主人 公 モ ス ク

ワ ・チ ェ ス ノ ー ヴ ァ は 孤児院育ち の 娘で
，

さ まざ まな職 業を体験 し ， さ まざ ま

な男 と出会 う。 し か し決 し て ひ と りの 男 の もの に は な らず， 事故で 片足 を失 う

よ うな 目に遭 い なが ら も， 自由な遍歴 を続け る。
こ の 作品 は ， 現在題名 だ けが

残 っ て い る 『レ ニ ン グラ ー ドか らモ ス クワ へ の 旅』 とい う作品 の 前半部 と して

構想 さ れ た の で は な い か と考 え られ て い る 。 本論 で は ，
こ の 『幸 せ な モ ス ク

ワ 』 と
，
20年代後半 に 書 か れ た 『チ ェ ヴ ェ ン グー ル 』 ，

29− 30 年 に 書 か れ た

『土台穴 』 の 文体 的特徴 を分析す る こ と に よ り，
20 年代か ら30年代 へ か けて

の 作家の 文体 の 変化 の 傾 向 を探 る 。 方法 と して は ， テ キ ス トデ ー タベ ー ス を利

用 した数量 的比較 を行 う。

1

　先 に プ ラ トー ノ ブ の 文 体 の 変化 に つ い て ， 大雑把な 印象 を述べ た が ， 具体的

に は何 が どう変わ っ た の だ ろ うか 。
こ れ は非常 に大 きな研究 テ

ー
マ で

， 検討 し

な けれ ばな らな い 問題 は数多 く存在す る 。 こ こ で は それ らの うち ， 最近 発表 さ

れ た H．ス ピ リ ドノ ヴ ァ の i淪文 『ア ン ドレ イ ・プ ラ トー ノ フ の 芸 術世界 に お け

る人 物描 写 』 で ， プ ラ トー ノ フ の 20 年代の 作品 の 主人公 に は 外 見の 詳細 な記

述が ほ とん どな く，
30 年代 の 主 人公 は詳 しい 外 貌 の 特徴 を持 つ

，
と指摘 さ れ
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プ ラ トーノ フ 『幸せ な モ ス ク ワ』 にお け る身体の 部位の 用例

て い る こ と に着目した い 。

2

　登場人物 の 外貌 を形作 っ て い る の は
，

まず何 よ り身体 的特微 で あ ろ う。 人 間

の 身体がプ ラ トー ノ フ に と っ て 常に 重要 な テ ーマ で あ る こ とは ， 多 くの 研究者

が 指摘 し て い る 。 例 え ば C．セ ミ ョ
ー ノ ヴ ァ は 「プ ラ トー ノ フ の 身体 に 対 す る

態度 は驚 くべ き もの だ 。 人 間の ただ
一

つ の 統
一 され た 構造物 と し て

， 身体 は神

聖 な もの で あ る」 と述 べ て い る。

3
こ う した こ とか ら，

ま ず ひ とつ の 手 が か り

と して ， 主人公 の 外 貌 を形作 る言葉 ， 身体 の部位 を表す単語 の 用法 を検 討 して

み た い
。

表 1 ：『チ ェ ヴ ェ ン グール 』
『
土台穴』

『
幸せ なモ ス クワ 』 に おける身体各部の 名称の 使用

頻度 （次頁）

表の 各欄 の 上段 は 用例数 ， 下段 （ ）内 は 10万語 あた りの 相対使 用頻度 。 3aCOPHHaの

欄は Llac ’
roTHblti 　cJloBapb 　pyccKoFo　fi3blKa／1

’
lo江　peA．」1．　H ．3acopHH曲 ．砥

，
1977で の 数値 。

4

（IV）の 欄 は 3acopHHaの うち 「
文 学的散文」 分野 で の 数値 。 使用 テキ ス ト ：17nαmo κ06

A ．／7．qeBeHryp ／／UnatnoHoe　A ．ノ7．　M36P．　M 。： IvtocKoBcKHti　pa6egHti， 1988；lluaMOHOB

A ．17．KoT」oBaH 〃 跏 α伽 κoθ All ．　B31iicKai−iHe 　”orM6 ［ulix ．　1
’
leBecrrH．　PaccKa3bi．　nbeea．

CTaTbH．　M ．： IIIKofia・rTlpecc
，
1995；17uamoκ o θ　A ．ノ7．　CqacTrmBa”　M 。cKBa 〃 HeBbiH　MMp ．

199工
， Ng9．5 解析 ソ フ ト ：Micro−OCP 　（Oxford　Collcordance　Program）

　 まず 「
」IHIIO顔 」 とい う単語を見 よ う 。

『幸せ な モ ス ク ワ 』 に お け る こ の単語

の 頻度 は ， 3aCOPHHaの 「文 学的散文」 と比 較 し て か な り高 くな っ て い る 。

「顔 」 は
『土 台穴 』 で も そ れ に 近 い 頻 度 で 使 わ れ て お り， 人 間 の 顔 に 注 意 を

払 っ て い る とい う点 で
，

こ の 二 作 品 は共通 して い る と言 え る か も しれ ない
。 し

か しそ の 注意の 向け方に は か な りの 違い が あ る よ うだ 。 そ れ は ， 顔の 上 に何が

あ る か ， とい う問題 で あ る。 以 下 は ， Ha ＋ AMIIe ／elHllax の 前置格 の使用例で あ

る 。

『土台穴 』

＿Ha 。qHUe 　Ka ｝｝〈AoM 　nMoHePKH 　ocTaJ 正acb 　TpyJCHocTb 　HeMolltH 　paHHeH｝KH3HH
，　cKyAocTb 　TeJia

MKPacoTbl 　Bblpa ｝｝〈eHbH （K ．174）．
一

人
一人 の ピ オ ネー ル 団員の 顔 に ， 幼 い 生命 の衰弱 と い う難儀 と ， 身体 の 乏 しさ ，

表 情 の 美の 乏 しさ が 残 っ て い た

．．．06e3HagHrm 　Ha ムeTcKMx 　nHllax　Ba＞KHyn 　paJcocTb．．．（TaM 》Ke ，）

子 供た ちの 顔 にお ごそか な喜び を しる した

CaφPoHoB　cneJam 　Ha　cBoeM 　JM ］le　ofipeneJeHHoe 　BbIpa）1（eHlie　RpeBocxoJLcTBa ＿ （K ．弖95）

サ フ ロ ノ ブ は は っ き りした優越の 表情 を顔 に浮か べ た
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衷 1 〈・qeBeHryp ・〉 くくKOT冱0 日aH ＞〉

＜・CqaCT ．

从OCKBa ＞〉
3acOP冊 a （IV ）

BOJ【OC
22

（19」）

　　4

（Il．5）

10

（34．6＞

141

（13．3）

104

（38．8）

「，πa3
　 130

（ll3．7）

　70

（200．7）

　43

（148．9）

1093

（1035）

　552
（205．7）

rOJIO臼a
　1蔓6
（100．7）

　　50

（143．4）

　　53

（183．6）

849

（80．4）

　370

（工37．9）

rOP 誕o
　22

（19．1）

　3

（8−6）

　　3

（10．4）

47

（4．5）

19

（7．1）

「py！恥b
　35

（30。4）

　14
（40．1）

　25

（86．6）

120

（ll．4）

　67

（25．0）

冫KHBOT
　36

（31．D
　21

（602）

　　6

（20．8）

35

（3．3）

25

（9．3）

KO 凪 a
　26

（22．6）

　　9

（25．8＞

　　8

（27．7）

68

（6．4）

　34

（12．7）

朋 uo
　 122

（105．9）

　　72

（206．4）

　　63

（218．2）

745

（705 ）

　365

（139．0）

Hora
　 123

（106，8）

　30

（86．0）

　　34

（ll7．8）

496

（46．9）

242

（90．D

IIOC
　14

（122）

　2

（5．7）

　2

（6．9）

139

（13．2）

　96

（35，8）

POT
　43

（37．3）

　33

（94．6）

　 10

（34．6）

109

（10．3）

　69

（27．6）

pyKa
　238

（205．8）

　　79

（226．5）

　　37

（128．2）

1596

（15U ）

　610

（227．3）

C 田｛Ha
　 15

（13．0）

　　9

（25．8）

　　3

（10，4）

135

（12，8）

　84

（3L3 ）

Ty 調0翩 皿 e
　16

（13．9）

　　9

（25．8）

　　7
（242 ）

　6

（0，6）

　3
（L2）

yXO
　 12

（10．4）

　3

（8．6）

　　4

（B ．9）

129

（12．2）

　76
（28．3）

田 e月

　29

（26，0）

　　5

（14．3）

　 1

（3．6＞

92

（8．7）

　46

（17．1）

累計
　999
（866．4）

　　413

（ll80．0）

　　309

（10655 ）

5790

（548．3）

　2762

（1030，6）

総語数 115千 35千 29千 1，056千 268 千
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プ ラ トー
ノ フ

『
幸せ な モ ス ク ワ 』 に お け る身体の 部位の 用例

＿Ha ”Mue 　ePo 　noJlyqHJIacb　MoP 田 HHHcTaH 　MbIcnb ｝KaAocTH 　K　oTcTanoMy 　qeJoBeKy （K．

204）．

彼の 顔 に 遅れ た者 へ の 憐れ み と い う皺だ らけの 思想が あ らわれ た

＿yHero 　MMeJocb 　BblpaM ｛eHHe 　gy ｝KAocTH 　Ha 朋 He （K ．233 ）．

彼が顔 に よそ よそ しい 表情 を浮か べ て い た

Ron　3aKpblJ 　FJIa3a　M　BbIpa3HJI　Ha　nHlle　yMHJIbHyK） 」IK）6e3HocTh（K．241 ）．

司祭 は 目を閉 じて へ つ ら うよ うな愛想 よさ を顔 に表 した

＿oH 　He 　BH 皿e旺 pa3Ho藺 Me 諷o胴 Ha 跚 ax 脚 双e貢＿ （K．247）

彼 は人 の顔の あれ これ こ まか い ものが 見え なか っ た

『
幸せ なモ ス クワ 』

．．。BeTeP 　HaqaJI　c｝K回PaTb 　Ko ）KY 　Ha 　ee 　JlM耳e＿ （tM．13）

風 が彼女 の顔 の皮膚 を焼 き始 めた

＿Ha 澗 e　eF側 e旗 a朋 oKoqeHe 』bに py6ubl　MHHoBaB 四 x 　Bo 甬H ＿ （M ．15）

彼 の顔 に は過 ぎ去 りし戦い の 固 くな っ た傷痕が あ っ た

…・ileNcna・Ha ・BHeBoticK ・BHKe 　6bMa　TaK 嵐 e　H3H ・田 eHa
，
　 KaK ・K・凪 a 里 er・ 璽 ＿ 帆 16）

軍事教育 中市民 の 衣服 は彼の顔の 皮膚 と同 じ くらい す りきれて い た

　 こ れ を見 る と ，

『土台穴』 で
「顔 」 の 上 に あ るの は

「
幼 い 生 命 の 衰 弱 と い う

難儀 と， 身体 の 乏 し さ ， 表情 の 美 の 乏 し さ」
「お ごそ か な喜び」

「
は っ き りした

優越 の 表情 」
厂後進 的 な者 へ の憐れ み とい う皺 だ らけの 思想 」

「
よ そ よそ しい 表

情 」
「
へ つ ら うよ うな愛想 よ さ 」

「あれ これ さ さい な もの 」 な どで ， まるで ， 境

遇， 感情， 思 考が ， む きだ しの 形 で 顔 の 上 に の っ て い る よ うに 見 え る 。

一
方

『
幸せ な モ ス ク ワ 』 で は， 人 の 顔 に あ る の は 厂皮膚 」 と そ れ が 固 くな っ た傷 痕

だ けで ある 。

　 また 『幸せ なモ ス ク ワ 』 で は ，

「rOGOBa 頭」 とい う語の 使用頻度が 三 作品 中

最 も高 くな っ て い る 。 さ らに 「rpynb 胸 」 と い う語 の 使用 頻度 も他の 二 作 品 の

2 倍以上 で あ る 。

一
方

厂
pyKa手 」 の使 用頻 度は他の 二 作品 の 2 分の 1 余 りで し

か ない 。

　プ ラ トー ノ フ の 作 品で は ，

「手」 は単な る身体 の
一

部 で は な く， 象徴的 な意

味 を持つ こ とが 多 い
。 例 えば 1929年に 書か れ た 『疑惑 を抱い た マ カ ー

ル 』 の

主 人 公 マ カ ー
ル は

「
賢 い 手 に か ら っ ぽ の 頭 」 と 紹 介 さ れ て い る 。

「手 」 は ，

「頭 」 に 象徴 され る頭脳 労働 や 知識人 ， 官吏な ど に 対抗す る ， 労働 者 の シ ン ボ

ル と して 現 れ ， 同時に知識 ・理 性 に対立 す る直感 ・ 感性 ・ 心性 な どを象徴す る 。

　 こ こ で ， 各作 品で 登場人物 た ちが どの よ うな手 を して い る か を見 て み よ う。

以下 は
，

三 作 品 に お い て
「
pyKa」 とそ の 変化形 を定語 ま た は述語 とす る形容詞
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で あ る （形動詞 を含 む 。 所有代名詞 は 除 く。 回数の 書か れ て い な い もの は出現

回 数が 1回 で ある）。

く｛qeBeHryp ）》 （92）

」【eBbI萱（7），
　Boopy ｝KeHHbI 員（6）， 興）aBbl薩 （5）， 6（）．nb 皿lo黄（4），

｝KHBo 苴 （2），
」正acKoBbl 茴 （2），

　HaAe ｝KHbl 藍

（2），xyAOva （2），
　uMcTblli （2），

6e丑HHuKH 眞
，
6ecHo坦 a皿Hbl自

，
　Bpa 冫KecKM 最

，
　ro ”bl曲

，
　FoPflqMZa

，
　rPy6b 磁，

rPH3HbI 且，
　ry6HTeJ 正bHb 正酪，　nepHyTblVl ，　ノUI蹂HHbl 角

，　noca ！LHblth，　双Po｝Ka 皿［HPt，　冫KeHcKH 茴
，　冫KHJ田 cTbl爵，

3双opoBbl勇
，　H3yBeqeHHbl 蔬

，　HcfioptleHHbIti
，　KpoBaBb 瞰

，　」田 xopaAo 匸
｛Hbl赫

，　JIIo60BHblth，　MaJ ！eHbKH 葭，

M 兄rKMM
，
　 Ha4J 正e冫Ka − M且

，
　HadiHTb 正M

，　He煮06pbl角，
　HermcqH 渮，　HecMeJlbl 藺，　 HeyBepeHHb 【藍，　06BMc 田 H莇

，

06e3 八〇JieHHb 【酋
，　06HHMaB 正HH貢，　06 田 HpHb 甫，　orIblTHbI員，　oTpeKa ｝o皿IHthcA，　oTpoc皿IMti

，　noJIHfiTblPt
，

noPo 丑｝lcTb竝 
，
　HocT 〔｝Bo自

，
　rIoTHb［茸，　lIPHBblK皿〔回ほ，

　npoTfiHyTblM
，
　n田 eHHgHb 】苴

，
　pa60T兄皿エH首，

　pa601｛H員，

pac〔（目HyTb 由
，　paccTaBJIeHHb】曲，　po30BbI貢，　cBaJ 【願B田 MticH，　cBo 員cKn 藺

，　coBeTcKH 曲
，　crIoco6Hb1蔚

，

cTaPb 幽，
　cyKoBaTblth ，

　cyxo 甬，
　cl｛acT 。IMBbIti，　Tel 正」【b雇菌

，
　yrHeTeHHbi凾，

　yxBaTMcTblM，　 t
｛eJ正oBei｛ecKva蔽

，

qecTHblH ，
9HCTOIMOTHb 田

く・KOT」OBaH ・・ （18）

BeJIm くH自
，　BepHb 董箇

，　BToPoti
，　Fop月qH苴

，　五」1HHHb揃 ，　皿pyro画，　）KeJle3Hb 厘自，　3aHeMor 田 x面
，　JleBbi 爵

，

MoJ 旧田 囲説cH
，　HerPoMKH 且

，　oTBbll〈LuHth
，　oxnaAeBmM 眞

，　paBHo汲y田 Hbl曲，　pa3BHTblVa，　Tepfie”HBbl且
，

TOHKHH
，
　 Tpy 皿H［llHMC9

｛〈CgaCTn 胚BaA 鼡 OCKBa ♪〉 （9）

60凋bLHo最　（2），
　Fo皿Hb崩，

　JleBblil， ．nye｝KaB 田 H益
，
　onyL 旺cHHbl 曲

，
　oTpoc 田 H臼

，
　rIoAHb正茵

，
　TBep2tbI爵

　一
見 して ，

『
チ ェ ヴ ェ ン グー

ル 』 に お け る
「
手」 の 形容が 非常 に 多彩で あ る

こ と が わ か る 。 また 『チ ェ ヴ ェ ン グール 』 の
「手 」 に は

「善 良 で な い 」
厂抑 圧

され た 」
「誠実な 」 とい っ た 性質が 与 え られ て い る

。 本来精神 を持 た な い もの

に精神 的な性質 を表す形 容詞 が つ くこ とが 多い の は ， プ ラ ト
ー ノ フ作品全体 に

共通す る性質で あ り， 特 に 「手 」 に 限 らない
。 しか し

『
チ ェ ヴ ェ ン グー

ル 』 と

『幸せ な モ ス ク ワ 』 を比べ て み た 場合 ，

『
幸 せ な モ ス ク ワ 』 の

「手」 は精神性 に

欠 け て お り， あ くまで も肉体 の
一 部 で ある と言 え る 。

　 また 『チ ェ ヴ ェ ン グ ール 』 で は手の や わ らか さ ， あた た か さ は 生命 力 を象徴

して い る 。 主人 公 の ア レ クサ ン ドル や処刑 さ れ る ザ ヴ ィ ン ＝ ドヴ ァ イ ロ は ，
い

ずれ も 自分 を殺 そ うとす る 者 の 手 を求 め ， また虐 げ られ た 暮 ら しで 思考能 力が

死 ん で し ま っ た 農夫プ ロ ホ ル ・ ア ブ ラ ー モ ヴ ィ チ は
， 子供た ち の 手 を感 じる こ

と に よ っ て の み人生 を続 け て い る 。

6 一
方 『幸せ な モ ス ク ワ 』 で は，

「ぎ っ ち り

圧縮 され た 乏 しい 感情の タ ン ク」 （M ．27） と い う表現 が ある の み だ 。

　「
手」 の 他に

『幸せ なモ ス ク ワ 』 で 使 用 回数 の 多い
「頭 」 と 「胸 」 は ，

い ず
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　　　　　　 プ ラ ト
ー

ノ フ
『
幸せ な モ ス ク ワ 』 に お け る身体の 部位の 用例

れ も登場人 物の
一

人 ， 外科医の サ ム ビ ー
キ ン が手術 を施 して い る箇所で ある 。

「頭 」 は知 性 の 宿 る とこ ろ だ が ， サ ム ビー
キ ン の 患者 は脳腫瘍で あ り，

「
頭」 と

い う言葉 は膿 や細菌の イ メ ー ジ を と もな う。 サ ム ビ ー
キ ン は 次の よ うな理 論 を

持 っ て い る 。

こ れ まで ， 脊髄 はただ心臓 や純粋に生 物的機能の た めだ け に働 き ， 脳髄 は最高位の

調整 をする 中心だ と い う考えが 定着 して い た …… それ は間違 い だ 。 脊髄 は 考 える こ

とが で きる し ， 脳髄は最 も単純 な ， 本能的 プ ロ セ ス に 関係 して い る……
（M ．32）

　
『
幸せ な モ ス ク ワ』 で は

「
頭 」 の 持つ 指導 的 な役割 に疑 い が 持 たれ て い る の

だ 。

　
一

方 ，

「
胸 」 は 心臓 の あ る と こ ろ と して現 れ る 。 そ れ はサ ム ビ ー

キ ン の 研究

と は関係 な い と こ ろ で も同様 で あ る 。 以 下 は
『
幸 せ な モ ス ク ワ 』 で ，

「lpynb

胸 」 が 前後 IOO 語以 内に ある
「
cepnlle 心臓 ・ 心 」 の用 例で あ る 。

…oT 　Ha6 」夏K）AeHMfi　o6 誕aKoB 　H　llpocePaHcTBa 　B　rpy ムH　IMocKBbl 　HaqHHa ．qocb 　cepAlle6Heilme ．．．

（M ．lo）

雲 と空間 を見て い る と
，

モ ス ク ワ の胸 で心臓の 激 しい 鼓動が始 ま っ た ……

＿BoH｛Ko 　c∬bIulaJ 　6HeHMe　cepAlla 巫 ocKBbl 　BBalIoBHb】 Bee 　60Jb田 o前 FpyJIH＿ （M ．12）

ボ シ コ はモ ス ク ワ ・イヴ ァ ノ ヴナ ［チ ェ ス ノ ヴ ァ ］の大 きな胸 に心臓 の 鼓動 を聞 い

て い た ……

＿Ho6 」IeK 証a　oT 　cna60cTH 　cBoero 　cep ムUa ，
　c冫KaBIHerocH 　ce 薗1｛ac 　B　ee　rPykx ．．．（M ．29）

心臓 に 力が な く彼女 は青 ぎめた 。 心臓 は今や彼女の 胸で 締 め つ け られ……

…Hotlb 田 Ja　yToMHTejlbHo，　KaK 　o八Hoo6pa3Hbl 且 cTYK 　cepAUa 　B　Hecqac ’
r］−ioM　rpYJLM （M ．39）．

夜は不幸 な胸 に あ る心臓 の 単調 な鼓動 の よ うに だ らだ ら と過 ぎて 行 っ た 。

心臓が 胸 に あ るの は当然だ が ， それ が繰 り返 し明記 され る こ とに は意味が あ

る と思 わ れ る 。 心臓 に 関 して
， サ ム ビー キ ン は 次の よ うな理論 を持 っ て い る 。

死 は ， 身体 を駆 け抜 ける 際に
， 予備 の圧縮 され た生命 の封印 を解 き ， そ の生命 は最

後に 的を外れ た射撃 の よ うに人間の 中で 響 き渡 り， 人 間の 死ん だ心臓 に不明瞭 な跡

を残 して い く……だ が こ の 物質 は ，
エ ネル ギーの 点で 最 も高価 で 貴 重 な もの だ

（M ．33）。

　サ ム ビ ー
キ ン は 死 ん だ子 供 の 心 臓か ら こ の 物 質 ，

「予備 の 圧 縮生命」 を取 り

出 し， 炭鉱 事故で 重症 をお っ た モ ス ク ワ に 注射 す る 。 彼 は作 品の 中で 三 度 ， 死

体 の 胸 を開い て 心臓 を取 り出 して い る。
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　 こ の
「cepnlle 心 臓／心 」 とい う単語 の 使 用 回数 は ， 3aco四 Ha の

「文 学的散

文」 で ll6 回 （相対頻度 43．2），
こ れ に対 しプ ラ トー ノ ブ の 三 作 品で は ，

『チ ェ

ヴ ェ ン グー
ル 』 が 95 回 （825），

『土 台穴』 27 回 （77．4），

『幸 せ な モ ス ク ワ 』

90 回 （310．3） で あ る 。
三 作品 と も

「cePAIIe 」 の 使 用頻 度 は か な り高 く，
プ ラ

ト
ー ノ フ の 作品世界で こ の 単語が 重要 な位置 を占め て い る こ とが わ か る。

そ れ

に して も 『幸せ な モ ス ク ワ 』 の 数字 は突 出 して い る 。

　厂予 備 の 圧 縮 生 命」 な る も の が 取 り 出 さ れ る
『幸 せ な モ ス ク ワ 』 の

「
cePAIIe 」 は ，

『チ ェ ヴ ェ ン グール 』 の
「
pyKa」 に 代わ る生命力の シ ン ボル の 役

割 を持 つ と思 わ れ る 。 また
『
幸せ な モ ス ク ワ 』 の 「cePAHe 」 は

「
yM 知性 」 の

対立項 に もな っ て い る 。

「心」 が 知性 に 対立 す る の は ご くあ た りま え の こ とだ

が ， それ が こ の 作品 で は心臓 の 外科手術 に 直接結 び つ く。

二 日目の 夜サ ム ビーキ ン は死 ん だ 子供 の 心臓 （cePAue ） と首 の リン パ 腺 を摘 出 し，

それか ら秘密の懸 濁液 を つ くっ て チ ェ ス ノ ヴ ァ ［主人公 モ ス ク ワ］に注射 した 。 彼

は今や ほ とん ど眠れ なか っ た の で ， 夜明けまで 町を さ迷 い 歩 き， 朝 に は病院で 死ん

だ 少年 の 母親 を迎 えた
一

息子 を葬 る た め に 引き取 りに 来 た の だ っ た 。 サ ム ビー

キ ン は母親 と共 に 出か け ， 必要 な こ とをあれ これ手伝 っ て や り， 昼過ぎ に は 馬車の

後 ろ を， 震 えて い る痩せ こ けた女 と並 んで 歩 い て い た 。 馬車 に は空 っ ぽ の 胸 を した

少年が柩 に横 たわ っ て い た 。
こ れ まで 知 ら なか っ た ， 奇妙 な人 生 が彼の 前 に開 けた

一
悲 しみ と心 （cepnlle ）， 思 い 出の 人 生 ， 慰 め と愛す る もの を必 要 とす る人 生で

ある 。
こ の 人生 は ， 知性 （yM ） と熱心 な仕事 の 人生 と同 じ よ う に偉大 だ っ た が ，

もっ と静か な もの だ っ た （M ．43）。

　死 んだ 少年の
「cePAqe 」 に よ っ て ，

「
知性 と熱心 な 仕事 の 人 生 」 しか 知 ら な

か っ た サ ム ビー キ ン に
「cepnlle 」 の 人生が 開 け る。 サ ム ビー キ ン の とま どい は ，

「空 っ ぽ の 胸 」 と し て ， 比 喩 で は な く心 臓 を摘出 され て 文字通 り空に な っ た 少

年の 胸部 と して 現 れ る 。

　サ ム ビー キ ン は心臓 か ら 「予備の 圧縮生命」 を取 り出すほ か
， 人 間の 魂が ど

こ に ある の か を人 体解剖 に よ っ て 明 らか に す る 。 彼 に よれ ば ， それ は腸の 中の ，

消化 中の食物 と大便の 間に ある 。 しか し こ の 理 論 は後 に 別 の 登場人物 に よ っ て

否定 され る こ とに な る 。

　こ こ で 興味深 い の が
，

や は り頻度 の 高い
「HOFa 足 」 に つ い て 主人 公 の モ ス

ク ワ が言 っ た
，

「
私 は足 じゃ な い 」 とい う言葉 で あ る 。

「ま あ い い わ 」 。
モ ス ク ワ は あい ま い に 微笑 ん だ 。

「
私 の足 を見 せ て 」

厂
あ りませ ん 。
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プ ラ ト
ー

ノ フ
『
幸せ な モ ス ク ワ 』 にお ける身体の 部位 の用例

僕 は 自宅 へ 送 る よ う命 じ ました 」
「
どうして ？　 私 は足 じゃ な い の に ……

」
厂
じ ゃ あ，

誰 な んで す ？」
「私は足 じゃ な い

， 私 は胸 じゃ な い ， 私 は 腹 じ ゃ な い
， 私 は 目 じゃ

ない 一 自分で も誰だ か わ か らな い わ ……
」 （从 ．43）

　 これ は モ ス ク ワ が事 故で 重傷 を負 い
， 当直医で あ っ た サ ム ビ ー キ ン が彼女 の

片足 を切 り落 と して か らの エ ピ ソ ー ドだ 。
モ ス ク ワ の セ リフ に な ら っ て ，

こ れ

ま で 見 て きた 単語 を整 理 す る と こ う な る 。

「
顔 に は 皮膚 しか な い か ら私 は顔

じゃ な い
。 手 に 心 は な い か ら私 は手 じゃ な い 。 頭 が 私だ と 思 っ て い る 人 は 間

違 っ て い る 」。 す る と残 され た の は生命の 象徴 と な っ た 「cepnllel だ 。

　登場人物の
一 人 ， 機械 技師 だ っ た サ ル ト リウ ス は モ ス ク ワ へ の想 い に苦 しみ ，

目をわ ず らっ た あ と名 前 をグル ニ ャ
ー ヒ ン と変 え る。 彼 は作品の 最後で 子持 ち

の 未亡人 と結婚 す る が ， それ は次 の よ うな理 由に よ る。

さ もな くば彼の 貪欲で軽薄 な cepnlie はす ぐさ ま擦 り減 っ て
，

さ ま ざま な 女性 や 友

人 へ の 実 りの な い 執着の 中で ， こ の地上 に よ くある ， あらゆ る華美の澱 へ 飛 び込 も

うとす る危険な熱意の 中で滅 びて しま うだ ろ う （N ．58）。

　技師 と し て の 名声 も， 自分 の 名前 さ え も捨 て て しま っ た グル ニ ャ
ー ヒ ン は ，

た っ た ひ とっ cePAue だ け を 自分 の もの と認識 して い る 。
こ の

一
見平 凡 な境地

へ 至 る まで に ，

『幸せ な モ ス ク ワ 』 とい う作品 は ， 身体各部 に ほ とん ど解剖 学

的な興味を 向け， 余計 な もの を切 り落 と して きた と言 え る 。

　そ の 背景 を考 え て み る と 一 こ の 作晶の 書 か れた 1930年代は 旧 ロ シ ア文 学

の 宗教 ・ 観 念論 的原理 が徹 底 して 攻 撃 さ れ た 時 期 だ っ た 。 34 年 に は 第 1回全

ソ ビ エ ト作家大会で 「社会主義 リア リズム 」 が ソ ビ エ ト文学の 公 式 の 指針 と し

て 確認 され た 。
プ ラ トー ノ ブ の 永遠 の テ ー マ で ある ， 真 実 と は何 か

， 幸福 とは

何 か とい う問題 は
， す べ て 回答 が で た こ と に な っ て しま っ た 。 答 えの ある 問題

に もう
一

度 と り くもう とした結果 が ， 魂の 探求 を死体の 解剖か ら始め る 『幸せ

な モ ス ク ワ 』 とい う作 品で はな い だ ろ うか 。

　先 に述 べ た よ うに ，
こ の 作品 に は こ の後 に 後 半部が 予定 さ れ て い た 。

厂予備

の 圧縮 生 命 」 とい う科学 的論拠 まで つ い て た だ ひ とっ 残 っ た cePAIIe が ，
こ れ

か ら試練 を受 け る はずだ っ た の か も し れ な い 。

『
チ ェ ヴ ェ ン グー

ル 』 の ザ ハ ー

ル ・ パ ヴ ロ ヴ ィ チ に よ れ ば ， 本 当 の ボ リ シ ェ ヴ ィ キ は
厂
nyCToe 　 cepnlle 」 （か

ら っ ぽ の cepme ） を持た な けれ ぼな らな い か らだ。

7

も ち ろ ん 見 つ か っ て い な い 後 半部 に つ い て 論 じ る こ と は で き な い
。 し か し
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『幸 せ な モ ス ク ワ 』 と い う作 品が
， 形而上 学的 な 問い を， よ り具体的な ， 目に

見え る形 で 展開 し ， 表現 し よ うと して い る こ とは間違い な い と思 わ れ る。 そ し

て こ の 流れ が ， 確実 に こ の 後 の 作品 に 受 け継 が れ て い る 。 H ．ス カ ロ ン は 成熟

期の プ ラ トー ノ フ の 文体 を説明 す る の に ，

「日常的経験 の 復権」 とい う言葉 を

使 っ て い るが ，
この 言葉 は今回 の 分析 に もその まま当て は ま る 。

8

　 プ ラ トー ノ フ の 文体が変わ っ て きた の は，
プ ー

シ キ ン に 学ん だ もの だ とい う

見解が あ る 。

｛
）

こ れ はプ ラ ト
ー ノ ブ が 1937年 の 論文 『

プ
ー

シ キ ン は わ れ らが 同

志 』 で ， これ まで 傾倒 して い た ゴ ー ゴ リや サ ル トゥ イ コ フ ＝ シ チ ェ ドリン に 否

定的な態度 を 見せ て い る た め だ 。

1°
また ， 文壇 の 状 況や ， プ ラ トー ノ ブ 個人 に

対 す る攻撃の た め だ と い う考 え もあ る 。

lt
確 か に プ ラ トー ノ フ は ， 同 じ 37年

の論文 『
弁明 な き反論』 で

， 的外れ の 非難 に反論 しな が ら も， 過去の 自分 が文

学的 に誤 りをお か した こ と を認 めて い る♂
2

　 しか し具体性 へ の 志向 は ， 実 は プ ラ ト
ー ノ ブ の 最 も初期 の 段階 か ら

一
貫 した

姿勢だ っ た 。
1922 年 に 書か れ た 『プ ロ レ タ リア文 芸 』 とい う社会時評 の 冒頭

に ， 次 の よ うな
一

節が あ る 。

「
我々 は 歴 史 とい うもの を， 抽象 的 な もの か ら具

体的な もの へ
， 抽象的な もの か ら現実 へ

， 形而上 学 か ら物理 学 へ
， カ オ ス か ら

組織 へ の 道 と 見て い る」。

］3
プ ラ トー ノ フ の 創作活動 は常 に ，

こ の
「
抽象的 な

もの か ら具体 的な もの へ 」 とい う方向 へ 動 い て い る 。

　革命当時の プ ラ ト
ー ノ フ は

， 創造 的社会性 ， 世界改造 ， 集団主義 ， 科学技術

とい っ た もの に熱 中 し ， 数多 くの 社会時評や 論文 を書 い て これ らを唱導 し よ う

と した 。 しか しそ の 内容 はむ しろ夢想 に 近 い もの だ っ た 。 そ の 後小説を書 くこ

と に よ っ て
， 特に 1925 年頃 か ら プ ロ ッ トを組み立 て る よ うな小説 を書 き始 め

て ， プ ラ トー ノ フ は 「具体 的な もの 」 へ の 道 を歩 き始 め る 。 T．ラ ン ゲ ラ ー
クが

指摘す る よ うに ，
プ ラ トー ノ ブ が 20 年代初期 に 書い た SF 小 説 は ， 時間 も場

所 もは っ き りせ ず， た だ世界改造 とい う 目的 を持 っ た超人 の よ うな登場 人 物た

ち が い る だ けだ っ た 。 や が て そ れ ぞ れ の 要素が 具体性 を持 つ よ うに な り， しか

も幻想性 を失 わ な い
， プ ラ トー ノ フ の 独 自の 世界が形成 され て い っ た 。

14

　先 ほ どの 『プ ロ レ タ リア 文 芸』 の 中 に は ， 次 の よ うな
一

節 もあ る 。

「い っ た

い 真実 と は， 抽象 的な概念 な の だ ろ うか 。 否 。 今や 人 類の 膨大 な大衆が 真実 を

欲 し， 私 の 身体 すべ て が 真実 を欲 して い る 。 そ して 身体 が欲 す る もの は ， 非物

質 的 な， 精神的 な ， 抽象 的な もの で はあ りえな い
。 真 実 とは現実 的な もの で あ

る 」。

l」
さ き ほ ど の

， 顔の 上 に 何が あ る か と い う例 に も， 抽 象的 な 概念 に 身体

を与 え よ うとす る プ ラ トー ノ フ の 意図 を読 み 取 る こ とが で き る だ ろ う。

『土 台
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プ ラ ト
ーノ フ 『幸せ な モ ス ク ワ 』 にお ける身体 の 部位の 用例

穴』 で は概念 を そ の ま ま人 の顔 の 上 に の せ て い た の が ，

『幸せ な モ ス ク ワ 』 で

は別 の描 き方 を試み て い る と言 える 。

　30年代の プ ラ トー ノ ブ に み られ る変化 も， 同 じ よ うに ，

「抽象的 な もの か ら

具体 的 な もの へ
」 とい う道 に そ っ て 行わ れ た もの と言 え る だ ろ う 。

30 年代 の

主人公が 詳 しい 外貌 の 特徴 を持 つ とい うス ピ リ ドノ ヴ ァ の 指摘 も， 作者が 観念

的な思考か ら
一

人
一

人 の人 間へ 視線を移 して い る こ とを意味す る 。 そ し て そ れ

は特定の 作 家の 影響や ， 激烈な反 プ ラ ト
ー ノ ブ ・ キ ャ ン ペ ー ン の 結果 とい う よ

りは
， 作 家 の 内在的 な変化 ・ あ る い は 成長 で は な い か と思 わ れ る 。

『幸せ な モ

ス ク ワ 』 で 哲学的な思索 を身体の 解剖 に置 き換 えた こ と も ， 決 して 体制 に対 す

る敗北 で は なか っ た の で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （くぼ ひ さ こ ・北海道大学）

・ 本稿 は平成 IO年度科学研 究費補助金 に よ る共同研究 「18−20 世紀 ロ シ ア小説 の 文体 の

計量 的総合的比 較研究 」 （研究代表者 ：灰谷慶三
。 課題番号 ；10410106）の 成果の

一
部で

ある。

注
【 『

チ ェ ヴ ェ ン グ ール 』
『土 台穴s に つ い て は以 下を 参照 。 安藤厚 ・ 久保久子 厂A ．プ ラ

　 トーノ ブ の 作品 に お ける身体 の 部位 の用例 （
『チ ェ ヴ ェ ン グール 』

『
土 台穴 』

『
幸せ な

　 モ ス ク ワ 』）」，

『北海道大学文学部紀要 』 47．3 （1998）： 73
−88；Ky60 　Xuc ακo ．　Temo　KaK

　 MeTa Φopa ：BbluHcnHTe。lbHo −cpaBHHTeJ ［bHble　HccJeJIOBaHMfi 　mBecT 烈 （（KoTJoBaH》＞ HpoMaHa

　 〈cqeBeHryp ＞〉 ／／Japanese　Slavic　and 　East　European　Studies．　Vo1．19．1998．　P．ll3−122．

2

　C纏 ρπ∂oHo6a 以 A ．　BopTpeT　B　xy ムo｝KecTBeHHoM 　M 囲pe　AHnpe兄 RnaToHoBa ／／PyccKaH

　 誣HTepaTypa ．　1997．　N ！4．　C．170− 183．
1
　CeMeuo6 α C．　MmapcTBa 　liAeaaa ／／HoBblti　MMP ．1988．♪畠5．　C．22L

4
こ の辞典の 刊行 は今回扱 う作 品が 書かれ てか ら 40年以上経 っ て か らだ が ， 辞典の た

　 め に収集 され た サ ン プ ル の 執筆年代 はプ ラ トー ノ フ の 活動時期 と ほ ぼか さな っ て お り，

　 比較対照 に十分な り得 る と考 え る。

5 『
チ ェ ヴ ェ ン グール 』

「土 台穴 』 の 2 作品に つ い て は ， 島田陽氏 に よ っ て テキ ス トデ ー

　 タ化 された もの を利用 さ せ て い た だ い た 。

『幸せ な モ ス ク ワ 』 は久保 が データ化 した 。

　 島田 氏 は Micro −OCP に よ っ て すで に
『チ ェ ヴ ェ ン グール 』 の コ ン コ

ーダ ン ス を作成

　 して い る （Cuaa ∂a 〃∂ MJ φ磁 麁 yo．　 KoHKop双aHc （・
tleBeHrypl

＞． 3vols ，　 Tokyo

　 International　University
，
1996）。 論文中の 引用 は上 記の テ キ ス トに よ り，

『土台穴 』 か

　 らの 引用 は （K ．00），

『幸せ な モ ス ク ワ 』 か らの 引用 は （M ．00） と表記す る 。

『土 台

　 穴 』 の 訳出に あた っ て は ， ア ン ドレ イ ・プ ラ トーノ ブ
『土 台穴 』 亀 山郁夫訳 ， 国書刊
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